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＜日本に留学＞ 

韓国ソウル市にある梨農家から次男で生まれた筆者は留学のため、28

歳に初めて韓国を離れました。最初は言葉や文化の違いで、失敗したり、

苦労したりしましたが、現在は日本語能力も上達し、生活面も大分慣れま

した。人生に人間関係が一番重要で、特に知り合いは大事な財産であると

思っており、人が好きで、初めて会った人でもすぐに打ち解けられるため、

これまで多く友人ができ、多くの方々に大変貴重なアドバイスや支援を受

けて参りました。 

 

＜研究について＞ 

採用前までは、修士および博士課程において、韓国、日本を中心に水管

理に関する研究を進めてきており、河川や用排水路の流量観測データを基

に韓国における農民による実際の水管理を明らかにしました。また、卒業

研究以外に、茨城県福岡堰灌漑地区における水管理、エジプトとタイにお

ける参加型水管理、水配分調整に関する研究活動をして参りました。 

現在は、2 つのミッション「ダム・ため池集水域における放射性セシウ

ム(Cs)の移行の予測評価技術の開発」と「ダム・ため池における安全な農

業用水の確保技術の開発」が与えられ、農村工学研究所の水利工学研究領

域水環境担当の方々とともに、①水質・流量の測定により放射性物質の流

入および流出フラックスの定量的な評価を行い、貯水池内の放射性物質の

形態変化をモニタリングしており、また、②安全な農業用水を確保するた

め、濁度モニタリング・警報通知による農業用水への放射性セシウム流入

量の把握と削減の水管理手法、除染水田における放射性 Cs 動態の解明、

などの研究活動に取組んでおります。 

 

＜新たな挑戦＞ 

活発的に新しいことに挑戦するのが大好きで、これまで、バンジージャ

ンプ、スキューバダイビング、ラフティング、徒歩で韓国を横断するなど、

様々な経験をして参りました。特に、人生初のバンジージャンプは、世界

で一番高い場所であるマカオタワー233m での挑戦でして、高い場所の

本当の恐怖感を感じました。あまり長く続ける趣味が少ないかもしれませ

んが、これからも活発に新たな挑戦をしたいと思います。 
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